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編 集 後 記

　2020 年 7 月号をお届けします．この後記を執筆中
の 7 月初旬には，大雨，猛暑など，いささか異常気
象の梅雨となっています．新型コロナウイルス感染
症も再燃を思わせる患者数の増加で，ウイルスとの
知恵くらべといった様相です．早期のワクチンや薬
の開発を世界中の人々が待ち望んでいます．
　さて，本号の特集は「小児科専攻医必携　専門検
査・治療実施マニュアル」です．小児科研修を始め
た若い先生方をはじめ，ベテラン小児科医の先生方
にも参考となる検査治療マニュアルです．「中心静
脈路確保」では古い世代にとっては目新しいエコー
ガイド下での穿刺法などが述べられています．「気
管切開」では，気管切開後の管理のコツや合併症も
記載されています．「透析・血漿交換」では，それら
の施行法などが詳しく述べられています．「体外循
環による新生児急性血液浄化療法」では新生児に施
行する血液透析や漉過の実際について述べられてい
ます．「吸収不全に対する人工呼吸療法」では，小児
の人工呼吸全般について概説いただきました．「心
臓カテーテル検査」では，その方法や解析について
解説いただきました．「消化器内視鏡」では小児科医
が担う役割について重点的に述べられています．

「腎生検」では，その適応の決定の重要性が強調され
ています．「食物アレルギー診断のための食物経口
負荷試験」では，食物アレルギー診断の実際につい
て述べられています．
　特集以外にも多くの総説が載っています．総説欄

「概日リズムとアレルギー管理」では，免疫機構など

もサーカディアンリズムがあり，アレルギー症状の
日内変動の原因になっており，それに合わせた治療
が重要であると述べられています．診療欄では「ア
トピー性皮膚炎が良くなってからのコントロール」
として，先を読んだ積極的治療すなわちプロアク
ティブ療法の有用性について解説いただきました．
社会小児科学欄では「病児保育の現状と課題」とし
て，病児保育の社会における意義と必要性，今後の
課題についての解説が述べられています．「風疹第 5
期定期接種導入の背景と実施状況」では，ワクチン
未接種世代の男性に対する接種の重要性と接種がい
まだ低率であることが解説されています．トピック
ス欄では，リハビリテーションの継続が必要な小児
の，専門病院から地域への移行の実態についての調
査結果を報告いただきました．
　症例報告では「早期のサーファクタント-TA 補充
療法が奏効した急性呼吸窮迫症候群の 1 例」「肥満精
査を契機として遺伝子解析にて確定診断した偽性副
甲状腺機能低下症 Ia の 1 幼児例」「高度の閉塞性黄
疸が輸液のみの経過で速やかに改善した遺伝性球状
赤血球症の 9 歳男児」の報告です．
　「最近の外国業績より」では日本医科大学小児科学
教室から感染症に関する論文を紹介いただきました．
　以上，非常に充実した，日常診療に役立つ内容に
なっていますので，ご一読下さいますようお願い致
します．

（中西　敏雄）
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